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さまざまな手当・保険 教育費の準備プラン

　国の制度や手当などを申請し、教育費に活用しましょう。 　「いつ、どれだけの金額が必要か」を知り、早いうちからコツコツと貯
めていくのがポイントです。

児童手当

幼稚園就園奨励費補助

学資保険・子ども保険

児童扶養手当

各種手当てを積立に

積立貯蓄

毎月

ボーナス

0 歳〜中学卒業前までの子がいる
場合、3歳未満は月額1万5000円、
3歳〜小学生は第1・2子は1万円、
第 3子以降 1万 5000 円、中学生
は1万円が毎月支給されます。

私立幼稚園に入園・通園している
子がいる場合、国から補助が受け
られます。市区町村民税や子ども
の人数で金額は変わります。

※所得制限以上は特例給付として5000円。

※ 2011年 3月現在

将来必要となる教育資金を積み立
てるために利用される貯蓄性の保
険です。親に万が一のことがあれ
ば、保険料払込み免除が一般的。

父子・母子家庭に支給される手当。
親の所得と子どもの人数で金額が
決まります。第1子には最高月額
4万2500円まで支給されます。 『出産育児一時金』（→P96）や

お祝い金・児童手当などを積み
立てに回すようにするだけでも、
まとまった額を準備できます。

子どもが生まれたら毎月の積み立
てをすぐに始めるのがオススメ。
18歳までに 300万円を目標にし
て、プランを立てましょう。

1 年で 18 万円！

奨学金には返済の必要のない「給付型」と卒業後返済する「貸与型」があ
ります。貸与型は借りた額が多いほど毎月の返済額が多くなり、返済期間
も長くなるため計画的に利用しましょう。
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